
 

 

  

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算数 

示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算する問題は比較的できていますが（１（４））、分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数

が、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述する問題に課題があります（３（２））。 

【学習指導要領の内容の平均正答率（％）】 

【算数 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）】 【算数 正答率（％）【設問ごと】（横軸：設問、縦軸：正答率）】 

 



 

 

   

 

  

 

               

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題別集計結果】 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題  

 

小学校 

算数 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算数 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】３0．９％ （豊中市） 

     ２8．６％ （大阪府） 

     ３１．０％  （全 国） 

【出題の趣旨】 

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や

数を用いて記述できるかどうかをみる 

【問題番号】1（2） 

 

― ここがポイント － 

 
  様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて複数のグラフから適切なグラフ

を選択してデータの特徴や傾向を捉え判断し、その判断の理由を他者に分かり

やすく表現できるようにすることが重要です。例えば、本設問を用いて

「2023年の北海道のブロッコリーの出荷量が2013年より増えたかどう

か」について判断し、その判断の理由について説明する活動が考えられます。

その際、データの中の数量の大きさの違いを一目で捉えることができるという

棒グラフの特徴や、複数のデータについて項目の割合を比較することができる

という帯グラフの特徴を理解できるようにすることが大切です。さらに、各帯

グラフの量の合計が異なっている複数の帯グラフについては、同じ項目で比較

する場合、割合が小さい方が実際の量としては大きいことがあるなど、見た目

では量の大小が比較できないことを理解できるようにすることも大切です。 

【正答の条件】 

記号をアと選び、次の①、②の全てを書いている。 

① グラフ３に着目したことを表す言葉 

② 2023年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、2013年より多いこと

を表す言葉や数 

 
【正答例】 

【記号】ア 

【わけ】グラフ３を見ると、2013年の都道府県Ａ

のブロッコリーの出荷量は約２万ｔ、2023

年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は約

2.5万ｔで2023年のほうが多いです。だか

ら、都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は増

えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算数 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】２６．１％ （豊中市） 

     ２３．５％ （大阪府） 

     ２３．０％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する

単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる 

【問題番号】３（２） 

 

― ここがポイント － 

 
分数の加法について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目して、共通する単位分数を見いだす

ことで、既習の整数の加法に帰着できるようにすることが重要です。例えば、本設問を用いて、3/4＋2/3

について、加数と被加数の単位分数に着目して、既習の整数の加法に帰着できるのかを考察する活動が考え

られます。その際、同分母の分数の加法では単位分数の幾つ分とみることで整数の加法に帰着することがで

きますが、3/4＋2/3は3/4と2/3の単位分数が、1/4、1/3と異なっているため、そのままでは整数

の加法に帰着できないと気付くことができるようにすることが大切です。その上で、3/4は9/12、2/3

は8/12とすると1/12を共通する単位分数として、9/12は1/12の９個分、8/12は1/12の８個

分と表すことができることから、９＋８という整数の加法に帰着できることに気付くことができるようにす

ることが大切です。 

 

【正答例】 

・3/4と2/3のもとにする数を同じ数にするとき、その数は

1/12になります。3/4は1/12の９個分、2/3は1/12の

８個分です。 

【正答の条件】 

次の①、②、③の全てを書いている。 

① 3/4と2/3に共通する単位分数が、1/12であることを表す数や言葉（分母が12の倍数の単位分数を含

む） 

② 3/4が共通する単位分数の幾つ分かを表す数や言葉 

③ 2/3が共通する単位分数の幾つ分かを表す数や言葉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント － 

 

小学校 

算数 

【問題番号】１（４） 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【正答率】７７．７％ （豊中市） 

     ７４．４％ （大阪府） 

     ７４．５％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算することがで

きるかどうかをみる 

問題を解決するために、示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式

に表すことができるようにすることが重要です。指導に当たっては、例えば、本設

問を用いて、それぞれの野菜の70ｇの目安が示された資料から、自分が何ｇの野菜

を食べたのかを調べる活動が考えられます。その際、示された資料から、必要な情

報を選び、それと自分が食べた野菜の数量の関係を捉え、式に表すことができるよ

うにすることが大切です。また、四則の混合した式について、計算の順序のきまり

を理解し、正しく計算できるようにすることも大切です。 

※この調査の結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 


